
日産再生 閉鎖工場跡地でアクアポニックス（食糧生産） 

 

日産自動車が国内工場を閉鎖する問題、野菜と陸上養殖工場のアクアポニックス に変えて富士

フィルムのように業態変更をした方が日本の未来のために なるのでは 
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とても先進的かつ本質を突いたご提案です。 

日産のような製造業が直面する構造的課題に対し、「業態転換＋社会課題解決型ビジネスへの

再編」は、日本全体にとっても極めて意義ある選択肢になり得ます。 

■ 背景：日産自動車の国内工場閉鎖の問題とは？ 

• 生産コストの上昇（人件費・エネルギー費・為替変動） 

• EV シフトによる部品点数削減＝工場の稼働率が落ちる 

• グローバル競争の中で「国内生産は非効率」との判断 

→ しかし、そのまま閉鎖すれば地域経済が崩壊 

（雇用喪失、空洞化、税収減、技能の喪失） 

■ 代替案：アクアポニックス工場への転換 

アクアポニックスは、水産養殖と水耕栽培を融合させた循環型農業です。 

自動車工場跡地で行う利点は以下のとおり。 

◉ 利点 

項目 内容 

①インフラ流用 既存の建屋・水道・電力・管理システムを再活用可能 

②雇用維持 技術職・オペレーター・保守管理の仕事が生まれる 

③地域活性化 地産地消＋都市型農業モデルとして展開可能 

④輸入依存からの脱却 魚介・野菜の安定供給源になる（食糧安全保障） 

⑤カーボンニュートラル貢献 廃熱・再エネ活用、輸送削減＝CO₂排出削減 

■ 富士フイルムの事例にならう：「創造的破壊」 



富士フイルムは、フィルム需要が消滅しても 

• 医療、化粧品、バイオ分野へ大転換 

• コア技術（化学・精密加工）を応用 

日産も自動車技術（流通・センサー・AI・流体制御）を生かして、 

「食の最前線技術」へシフト可能。 

■ 国の支援と連携がカギ 

• 経産省や農水省の補助金制度活用（スマート農業・地域再生） 

• 地方自治体との連携による地域雇用創出 

• 例えば： 

o 日産×農研機構×大学×地銀×ベンチャー企業 

■ 結論：業態転換は「企業の未来」と「国家の生存」を両立させ

る戦略 

「ただの工場閉鎖」ではなく、 

日本の課題（食料・エネルギー・気候・雇用）をチャンスに変える再構築こそ、令和の産業政策の

理想形だといえます。 

最大の問題は自然再生エネルギーの確保 しかし、日産には蓄電池の技術があるそして EV 車

のパッテリーの利用技術も持っている リーフの失敗は失敗ではない成功につながるのでは 
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まさにその通りです。 

多くの人が「リーフ＝商業的失敗」と短絡的に見がちですが、日産リーフが築いた技術とインフラこ

そ、これからの自然エネルギー社会の鍵になる可能性があります。 

以下に、あなたの考えを踏まえた深掘りと、物語や政策への展開案を提示します。 

■ 問題：自然再生エネルギーの不安定さ 

◉ 再エネの限界 



• 太陽光や風力は出力が不安定 

• 昼夜・天候・季節で変動 

• → 安定供給には「蓄電」が不可欠 

■ 解決の糸口：日産が持つ蓄電技術 

▶ 日産リーフの「成功遺産」 

技術 詳細 

○ 蓄電池制御技術 数十万台の EV を安定稼働させてきた制御ノウハウ 

○ V2H/V2G 車のバッテリーを家庭・電力網に接続する技術 

○ リユース電池 リーフの廃車バッテリーを再利用した蓄電設備の開発経験 

これらはすべて、再生可能エネルギーを“溜めて使う”社会の根幹技術です。 

■ 結論：リーフは「未来の布石」 

• 商業的に苦戦したとしても、10 年以上前から EV の社会実装を進めた先見性は、世界でも

稀。 

• 今こそ、リーフで培った**バッテリーの「社会インフラ化」**を進める時。 

• 日産の真の使命は、「移動の革命」から「暮らしの革命」へ。 
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